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幼稚園・幼保連携型認定こども園初任者研修実施要綱 

                                               令和２年 12 月 17 日教育長決裁 

１ 趣 旨 

    この要綱は、教育公務員特例法附則第５条第１項に規定する幼稚園等の教諭等の職務の遂行に必要

な事項に関する研修（以下「幼稚園・幼保連携型認定こども園初任者研修」という。）の実施に関し、

必要な事項を定めるものとする。 

 

２ 目 的    

    幼稚園・幼保連携型認定こども園初任者研修は、幼稚園、幼保連携型認定こども園の初任教員に対

して、幼児教育水準の維持向上を図るため、教職研修の一環として、その職務の遂行に必要な事項に

関する研修を実施し、実践的指導力と使命感を養うとともに幅広い知見を得させることを目的とす

る。    

 

３ 対 象 

(1)幼稚園・幼保連携型認定こども園初任者研修の対象は、公立幼稚園、公立幼保連携型認定こども

園、公立幼稚園型認定こども園の新任教員（以下「初任者」）とする。 

(2)公立保育所型認定こども園については、幼稚園・幼保連携型認定こども園初任者研修のうち園外

研修に限り、対象者とすることができる。 

(3) 私立幼稚園については、幼稚園・幼保連携型認定こども園初任者研修のうち園外研修に限り、対

象者とすることができる。 

(4) 私立認定こども園（幼保連携型認定こども園、幼稚園型認定こども園及び保育所型認定こども園

を含む）については、園外研修に限り、対象者とすることができる。 

 

４ 内 容 

幼稚園・幼保連携型認定こども園初任者研修の内容は次のとおりとする。 

(1) 園外研修 

    初任者は、県立総合教育センター等、幼稚園、幼保連携型認定こども園の外において、講義、演 

習等による研修を受ける。 

なお、園外研修日数は８日間とする。 

(2) 園内研修 

      初任者は、幼稚園、幼保連携型認定こども園内において、園長、副園長等、研修指導員等の指導

及び助言による研修を受ける。 

なお、園内研修日数は８日間とする。 

 

５ 研修計画 

県教育委員会は、園外研修及び園内研修の項目及び時期、その他必要な事項について定めた研修計

画を作成する。 

 

 



６ 園内研修指導計画 

(1) 園長は、県教育委員会が作成する研修計画に基づき、園内研修の実施に関する具体的な指導計画

を作成する。 

(2) 指導計画の作成に当たっては、幼稚園、幼保連携型認定こども園の組織や実状に配慮し、園長及

び研修指導員が調整して作成する。 

 

７ 報 告 

(1) 園長は、園内研修指導計画書及び園内研修報告書を市町村教育委員会に提出するものとする。 

(2) 市町村教育委員会は、園内研修指導計画書及び園内研修報告書を県教育委員会（県立総合教育セ

ンター）に提出する。 

 

８ 研修指導員 

(1) 県教育委員会は、市町村教育委員会の求めに応じて、幼児教育に係る経験豊富な退職教諭等を研

修指導員として市町村教育委員会に派遣する。ただし、市町村において園内研修を実施する体制が

整えられる場合には、幼児教育に関する専門性を有する市町村の指導主事等が研修指導を実施する

ことができる。 

(2) 市町村教育委員会は、初任者の在籍する公立幼稚園、公立幼保連携型認定こども園、公立幼稚園

型認定こども園に研修指導員を派遣する。 

(3) 研修指導員は、園長及び副園長等の下で、園内研修指導計画書に従い、初任者に対して指導及び

助言を行う。 

  

９ 園内体制の整備 

(1) 園長及び副園長等は、園内研修指導計画書に従い、初任者の指導及び助言に当たる。 

(2) 園長は、園内体制を整備し、初任者が研修を受ける際に業務に支障が生じないよう配慮すること。 

 

10 連絡協議会 

  幼稚園・幼保連携型認定こども園初任者研修を円滑かつ効果的に実施するため、市町村教育委員会

及び研修指導員で構成する連絡協議会を開催することができる。 

 

11 その他 

    この要綱に定めるもののほか、幼稚園・幼保連携型認定こども園初任者研修の実施に関し必要な事

項は、県教育委員会が別に定める。 

 

 

附  則 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

 

 



【はじめに】教諭の服務と心得 

１ 保育者（幼稚園教諭・保育教諭・保育士）としての心得 

保育者に課せられた使命は、幼児の人格の完成と次代を担う国家社会のよき形成者の育成にあり、

また、それは国民全体に対しての責任を負って行われるものである。それだけに、保育者は常に自己

研鑽につとめ専門職としての資質を高めるとともに、自らの社会的行動や生活態度等が児童等に直接

大きな影響を及ぼすことを考え、自分自身を厳に戒めることが大切である。新しい時代にむけて、こ

れまでの教育をめぐる現状と課題をふまえ今後の教育政策等も示され、教育に対する国民の期待は大

きいものがある。このことから、保育者は教職のもつ社会的責任の重大性を十分自覚しなければなら

ない。 

◎ 新任保育者だからという甘えは許されない 

どんな仕事に就こうと、その出発は難しいものがある。とりわけ、保育者という仕事は難しいもの

ではないかと思う。たいていの仕事には、見習い期間のようなものがある。ところが保育者という仕

事は、職員室ではそういう扱いを受けていても、ひとたび子供の前に立てば、たちまち「ぼくらの先

生」「私たちの先生」である。子供たちは、決して新任保育者だからという見方ではなく、10 年、20

年の経験者と同等の先生として見ている。また、保育者の仕事は、人格を持った人間を直接に対象と

する点において特色があり、それだけに厳しい。新任保育者の肩にも、その教職の重さは否応なしに

のしかかってくる。 

◎ 教育愛と教職に専念する情熱がなければならない 

子供は保育者を、また、保育者は子供を選ぶことはできない。子供と保育者との出会いは運命的な

ものであるといえる。そして、保育者の姿勢や保育の営みそのものが、子供の人生を決定的なものに

していくともいえる。教育・保育は魂のふれあいの中で営まれる。そのために保育者は、子供の中に

飛び込んでいかなくてはならない。保育者は子供が好きであることが前提である。子供は愛されるこ

とによって心を開く。その愛情は、受容と信頼であり、敬愛のきずなで結ばれていなくてはならない。

子供と共に汗を流し、苦楽を共に分け合い涙を流す保育者、教え子の心の中に生涯にわたって生き続

ける保育者でありたいものである。子供たちは、保育者の日常の行動、つまり「後ろ姿」から保育者

の生き方を我がものとして身につけるものである。まさしく、「教育は人なり」である。 

◎ 自ら学ぶものだけが、人に教える資格がある 

教職とは、子供一人一人の可能性を十分に伸ばし、より豊かな人間性を育てる仕事である。このこ

とから保育者には、豊かな人間性と優れた識見が要請される。保育者はその重責を果たすため、常に

教職の厳しさを自覚し、謙虚に自分を反省しながら、不断の教育実践と自己啓発に努め、専門職にふ

さわしい実力を持たなければならない。子供を教えながら、子供から学び、その反応に応えながら自

己研鑽に努め、自ら成長していく保育者になりたいものである。「自ら学ぶ者だけが、人を教える資

格がある」ことを肝に銘じるべきである。 

 



２ 教諭の服務等 

 

 

 

 

 

 

 

① 法令等及び上司の職務上の命令に従う義務(地公法 32 条）、（地方教育行政の組織及び運営に

関する法律（以下地教行法）43条の２) 

教員が、その職務を行うに当たっては、法令、条例、規則などに従うとともに、上司（例えば

校長）の命令（文書、口頭を問わず）に忠実に従わなければならない。 

② 信用失墜行為の禁止（地公法 33 条） 

教員は、勤務時間内はもちろん、勤務時間外においてもその職を傷つけ、又は職全体の不名

誉となるような行為をしてはならない。 

③ 秘密を守る義務（地公法 34条） 

教員が、職務を遂行するにあたって、その性質上外部に公にしてはならない事項がある。こ

のことは、在職中はもちろんのこと、退職後も同様に守らなければならない。 

④ 職務に専念する義務（地公法 35 条） 

勤務時間中は職務遂行のため注意力のすべてを注ぎ、その職務に専念しなければならない。

ただし、この義務が免除されることのできる場合が、特例として法律や条令に定められている。 

⑤ 政治的行為の制限（地公法 36 条）（教育公務員特例法（以下教特法）18条） 

教員は、特定の政党を支持したり、反対するための政治教育や政治活動、児童等に対する教

育上の地位を利用した政治行為を禁止されている。 

⑥ 争議行為等の禁止（地公法 37 条） 

教員は、全体の奉仕者として公共の福祉のために勤務するという職務の性質上、ストライキ、

サボタージュ等の争議行為をしたり、教育活動の能率を低下させる怠業的行為をしたりしては

ならない。また、これを企てたり、そそのかしたり、あおったりしてはならない。 

⑦ 営利企業への従事等の制限（地公法 38 条）（教特法 17条） 

教員は、任命権者（県費負担教職員にあっては市町村教育委員会）が許可した場合を除いて、

営利活動を営んだり、報酬を受けて事業等に従事したりしてはならない。 

 

 

 

 

 

公立学校の教員は、地方公務員であり、その服務の根本規準として、地方公務員法（以下「地公

法」）30 条では、「すべて職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、且つ、職務の遂

行に当っては、全力を挙げてこれに専念しなければならない。」と定められている。新たに職員に採

用されると、まず、条例の定めるところにより、「服務の宣誓」をしなければならない（地公法 31

条）。さらに、服務に当たっては守らなければならない義務を次のように定めている。 



 



Ⅰ初任者研修 

 １ 【基礎的要素】 
  ⑴幼稚園教育・認定こども園教育・保育の基本 
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Ⅰ初任者研修 

 １ 【基礎的要素】 
  ⑵保育者の役割について 
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Ⅰ初任者研修 

 １ 【基礎的要素】 
  ⑶園の組織と運営 
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Ⅰ初任者研修 

 １ 【基礎的要素】 
  ⑷園務分掌について（公募の整理と保管を含む） 
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Ⅰ初任者研修 

 １ 【基礎的要素】 
  ⑸危機管理・健康安全指導について 
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Ⅰ初任者研修 

 ２【学級経営】 
  ⑴学級経営の意義・基本的な考え方 
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Ⅰ初任者研修 

 ２【学級経営】 
  ⑵学級経営案の作成と実際 
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Ⅰ初任者研修 

 ２【学級経営】 
  ⑶学級事務の進め方 
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Ⅰ初任者研修 

 ２【学級経営】 
  ⑷保護者の理解と家庭との連携の仕方 
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【資料】保護者会の進め方 
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Ⅰ初任者研修 

 ３【教育課程】 
  ⑴環境構成の考え方と実際 
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Ⅰ初任者研修 

 ３【教育課程】 
  ⑵遊びや生活の仕方の指導と実際 
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Ⅰ初任者研修 

 ３【教育課程】 
  ⑶指導の実際 
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Ⅰ初任者研修 

 ３【教育課程】 

  ⑷特別支援教育・発達障害の理解と対応 
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Ⅰ初任者研修 

 ３【教育課程】 

  ⑸行事の考え方と実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

39



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

40


